
今年で52回目となる最上町総合芸術文化祭が

中央公民館にて開催されます。

≪展示部門発表≫

合同展示発表・一般公募展

日時：令和2年10月24日（土）～28日（水）

9：00～20：00 （最終入場は19：30まで）

※最終日28日は14:00展示終了となります。

発表団体

最上町写真愛好会 パッチワークやまぼうし

最上書会 ふしぎな花倶楽部もがみ押し花会

最上町歴史ロマンをほっする会 炉ばたの会

新庄龍山短歌会瀬見教室

華道栖草流最上支部 華道瑩心流最上支部

特別展示

齋藤茂吉文学賞を受賞した樋口勝也氏の寄贈

作品として、彫刻8点を展示いたします。

問い合わせ先：教育文化課 文化芸術係

☎43-2350 （中央公民館内）

※発表団体は変更になる場合があります。

＊「

＊「逆ソクラテス」

＊「不良」

＊「十字架のカルテ」

＊「夜はおしまい」

＊「家族じまい」

＊「雨に消えた向日葵」

＊「ダブル・トライ」

＊「光秀の選択」

＊「美女ステイホーム」

＊「

＊「カレンの台所」

＊「発注いただきました！」

＊「

＊「脳活性折り紙全書」

＊「ネックから編む一年中のニット」

＊「

＊「エコクラフトで作る大人のかごバッグ」

9月のワイルドエドベンチャースクールでは、

稲刈りなどを行います！詳細は後日学校を通して

お知らせします。ぜひご参加ください！

会場：萱場内田んぼ・大場満郎冒険学校（予定）

問い合わせ先：中央公民館 ☎４３‐２３５０

まなびぃもがみ
発 行 ： 最上町教育委員会社会教育係
Ｔ Ｅ Ｌ ： ４３-２３５０
発行日：令和２年８月２７日（隔月発行）

《最上町生涯学習スローガン》 町民ひとり １学習 １スポーツ １地域活動
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参加者募集中!!

8月23日（日）、24時間テレビ「愛は地球を救う」の
放送に合わせて、高校生ボランティアサークル「つく
し会」のメンバー10名が、マックスバリュ最上店を会
場に草の根チャリティー街頭募金活動を行いました。
皆様から頂いた善意は、災害援助、福祉環境整
備などの為に役立てられます。
ご協力くださった皆様ありがとうございました！

最上町高校生ボランティアサークル「つくし会」

街頭募金活動の御礼

WILD【野生】×EDUCATION【教育】×ADVENTURE【冒険】×SCHOOL【学校】



＊「52ヘルツのクジラ」 町田そのこ著（中央公論新社）

＊「逆ソクラテス」 伊坂幸太郎著（集英社）

＊「不良」 北野武著（集英社）

＊「十字架のカルテ」 知念実希人著（小学館）

＊「夜はおしまい」 島本理生著（講談社）

＊「家族じまい」 桜木紫乃著（集英社）

＊「雨に消えた向日葵」 吉川英梨著（幻冬舎）

＊「ダブル・トライ」 堂場瞬一著（講談社）

＊「光秀の選択」 鈴木輝一郎著（朝日新聞出版）

＊「美女ステイホーム」 林真理子著（マガジンハウス）

＊「『育ちがいい人』だけが知っていること」

諏内えみ著（ダイヤモンド社）

＊「カレンの台所」 滝沢カレン著（サンクチュアリ出版）

＊「発注いただきました！」 朝井リョウ著（集英社）

＊「ますます心とカラダを整える大人のための1分音読」

山口謡司著（自由国民社）

＊「脳活性折り紙全書」 （ブティック社）

＊「ネックから編む一年中のニット」 （日本ヴォーグ社）

＊「PPバンドで作るかわいいプラかごとバッグ」

＊「エコクラフトで作る大人のかごバッグ」

古木明美著（河出書房新社）

社会教育係 ☆新しい本が続々入荷中です！☆

「 水 を 縫 う 」 寺地はるな著（集英社）

――そしたら僕、僕がドレスつくったるわ――

松岡清澄、高校1年生。1歳の頃に父と母が離婚

し、祖母と市役所勤めの母と、結婚を控えた姉の水

青との4人暮らし。

学校で手芸好きをからかわれ、周囲から浮いてい

る清澄は、かわいいものや華やかな場が苦手な姉

のため、ウエディングドレスを手作りすると宣言する

が――「みなも」

いつまでも父親になれない夫と離婚し、必死に生き

てきたけれど、息子は扱いづらくなるばかり。そんな

時、母が教えてくれた、子育てに大切な「失敗する

権利」とは――「愛の泉」ほか全6章。

「男なのに」刺繍が好きな弟の清澄。

「女なのに」かわいいものが苦手な姉の水青。

「愛情豊かな母親」になれなかったさつ子。

「まっとうな父親」になれなかった全と、友人・黒田。

「いいお嫁さん」になるように育てられた祖母・文枝。

普通の人なんていない。

普通の家族なんてない。

世の中の“普通”を踏み越えていく、

6人の家族の物語。

秋の夜長に！中央公民館職員が選ぶおすすめの1冊！

少年と犬

馳星周著（文藝春秋）

＜ﾌｨｸｼｮﾝ＞

寄り添って

いたのは

一匹の

犬だった。

博士の愛した数式
小川洋子著（新潮社）

＜心理＞

ぼくの記憶は

80分しか

もたない――

狛犬ジョンの軌跡

垣根涼介著（光文社）

＜ミステリ＞

あいつに

伝えることが

あるんだ。

目は1分でよくなる！

今野清志著（自由国民社）

＜実用＞

あなたの目が

よみがえる

7つの視力

回復法！

そして父になる
是枝裕和著

佐野晶著（宝島社）

＜ドラマ＞

6年間育てた

息子は

他人の子

でした。

この夜の寂しさで

私は熱を知ってしまう

浮谷ふみ著（KADOKAWA）

＜エッセイ＞

狂ったように

「好き好き

大好き」って

言っていい。

村上海賊の娘上・下
和田竜著（新潮社）

＜時代＞

こいつら全員

叩っ斬る

からさ――

気になる作品はありま

したでしょうか？

お気に入りの1冊ととも

に素敵な秋をお過ごしく

ださい。


